
　

厚生省のエイズ動向委員会は、2ヶ月

に1回の疫学情報と委員長コメントを

発表しています。マスコミで報道しな

くなって、「エイズの問題は解決した

んじゃないか。日本のエイズは下火

だ。」と誤解を与えています。とんで

もありません。先進国で新規感染者の

数を抑えられないのは日本だけなので

す。そんな目でじっくり見て下さい。

　吉崎班は厚生省のエイズの研究班の

一つで、エイズ治療の地方ブロック拠

点病院と拠点病院の連携がテーマで

す。研究班がこのようなガイドブック

を出すのが適当かどうか、読む人が判

断するしかありません。残部は少々あ

りますので、必要な方はお申し出下さ

い。さらに、もっと多数が必要な場合

は、大阪大学の吉崎先生の方に直接お

申し込み下さい。

　吉崎班の分担研究として作成してい

る中四国地方独自のニュースレターで

す。中四国エイズセンターというの

は、中国四国地方ブロック拠点病院で

ある広大病院、市民病院、県病院の実

務担当グループの自称です。今回が通

巻３号で、院内では各部局に１冊ずつ

お配りしています。

　中四国エイズセンターではインター

ネットのホームページを開設しまし

た。１月のオープン以来、７ヶ月でア

クセス数8,000のヒットです。是非ご

覧下さい。
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～ご意見募集～

　この『AIDS UPDATE』は今後不定期に

発行される予定です。

　本誌に関するご意見、ご感想、ご質問

などございましたらぜひ上記宛までお寄

せ下さい。


